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回 テーマ 講師 参加人数
1 笑顔につなげる在宅の食支援 管理栄養士 28
2 言語聴覚士と考える口から食べる重要性 言語聴覚士 22
3 噛む・飲み込む口と在宅支援 歯科医師 19
4 在宅における口腔ケアと食べる喜び 歯科衛生士 18
5 やわらか食とおいしい減塩食のクッキング 管理栄養士 37
6 口から食べにくくなったとき：胃瘻をすすめられたら 主催者 20
参加のべ人数：72名（講師を含む）
　回答者のうち，福祉・保健に関連する仕事をしている人が 26名あり，職種については，回答
のあったものが 25件，内訳は，ホームヘルパーが 14名，デイサービスの職員が送迎も含めて 5
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各回の内容をどの程度記憶しているかどうかに関する 10の質問
１．噛むことが消化の第一歩であり，食べ物に唾液をまぶすために唾液をしっかり出さないとい
けない．
２．やわらかいものばかりを好んで食べるようになったら，食べる機能の低下を疑わなければな
らない．
３．食べることの意味や楽しみ，人生の最期に食べたいもの，などは人によってずいぶん違う．
４．左の歯が抜けてしまうと右で噛むが，脳卒中などで右半身マヒになると食べられなくなる．
５．夜，きれいな入れ歯をはめて寝るようにした方がよい．
６．1か月間使用した歯ブラシには，トイレにたまっている水よりも多くのばい菌がいる．
７．小さくきざんだキュウリより，皮をむいて 1センチ幅ぐらいの輪切りキュウリの方が食べや
すい．
８．市販のレトルトのお粥を利用するときは，カロリー不足にならないように注意しなければな
らない．
９．胃瘻を造設するかどうかは，その人が以前にどのように周囲に話していたにせよ，その時点
であらためて皆で話し合って決めるべきである．
10．胃瘻は死を間近にした人のためのものというわけではなく，治療や回復のための手段でもある．
暮らしのカフェを通して学んだり考えたりしたかどうかに関する 15の質問
１．栄養とは　栄養素とは
２．噛むことの重要性
３．一人ひとり異なるからだの個性に寄り添った食生活を送ることの大切さ
４．誤嚥性肺炎についての知識
５．誤嚥性肺炎を予防するための方法
６．口の機能についての基礎知識と口の機能の衰えを予防することの必要性
７．食生活が貧しくなると筋肉量が減少して要介護状態になりやすくなるということ
８．口の機能が衰えていないかをチェックし衰えていれば訓練しなければならないこと
９．口の機能や身体機能を維持・回復させるために入れ歯の調整が必要であること
10．老化と栄養不良の関係
11．柔らかく調理するコツ
12．減塩のコツ
13．食事における盛り付けの重要性
14．人工的な水分補給や栄養補給を迫られた場合の意思決定のポイント
15．人生の最期をどう迎えるかを決めることの難しさ
ワールドカフェ方式に関する質問
１．人と話し合うことで学びが深まったり新たなことに気づいたりすること
２．仕事や専門性や立場などを気にせず初対面の人とも率直に話すことの意義や効果
３．人と話し合うことで思いもしなかった新しいアイデアが生まれたりすること
